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て
い
く
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
期
は
、
新

年
１
月
号
を
予
定
し
て
い
る
。

市
役
所
庁
舎
の
修
繕
　            

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

庁
舎
１
階
、
２
階
の
修
繕
の
実
施

内
容
と
実
施
期
間
は
。

庁
舎
１
階
、
２
階
の
通
路
床
面
は
、

タ
イ
ル
張
り
で
凹
凸
が
あ
り
、
車

い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
通
行
し
づ
ら
く
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
つ
ま
ず
き
や
す
い

た
め
、フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
。
実
施
期
間
は
、

12
月
か
ら
２
月
ま
で
を
予
定
。

◇
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定（
賛
成
20 

反
対
４
）

介
護
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た

む
と
う　
葉
子　
議
員

平
成
30
年
度
の
改
定
に
よ
り
、
介
護

保
険
料
の
基
準
額
は
値
上
げ
と
な
っ
た
。

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
み

立
て
が
順
調
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
介
護
保
険
料
は
引
き
下
げ
ら
れ

た
と
考
え
る
。
ま
だ
要
介
護
に
な
ら
な

い
人
や
要
介
護
に
な
っ
た
人
の
生
活
を

守
る
た
め
に
も
、
介
護
保
険
料
は
上
げ

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
反

対
す
る
。

介
護
給
付
費
の
上
昇
を
適
切
に

判
断
し
て
い
る

佐
藤　
太
信　
議
員

介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
に
伴
う
介
護
給
付
費
等
の
増
加
を
想

定
し
て
決
定
し
て
い
る
。
介
護
保
険
給

付
費
準
備
基
金
は
、
取
り
崩
し
を
見
込

ん
で
積
算
し
て
お
り
、
介
護
保
険
料
の

上
昇
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
。
今
後

の
介
護
給
付
費
の
上
昇
を
適
切
に
判
断

し
た
積
算
を
は
じ
め
、
制
度
改
正
へ
の

適
正
な
対
応
を
行
っ
た
事
業
計
画
に
基

づ
い
た
決
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

◇
図
書
館
運
営
協
議
会
の
設
置

(

条
例
改
正)

図
書
館
運
営
協
議
会
の
公
募
市
民

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

図
書
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
多

く
の
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
利
用
者
目
線
で
率
直

な
意
見
等
を
い
た
だ
き
た
い
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
　 

　「
広
報
戸
田
市
」
制
作
業
務
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

　
　

広
報
戸
田
市
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

に
至
っ
た
経
緯
は
。
紙
面
の
内
容
は
。

近
年
、
行
政
情
報
が
質
、
量
と
も

に
増
加
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

ぷ
り
な
ど
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
が
多
様

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
見
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
、
手
に
と
っ
て
見
て

も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
、
全
面
的

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
。
他
市

の
事
例
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
専

門
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
魅
力
的
な
紙
面
づ
く
り
を
行
っ

Ｑ

Ｑ

Ｑ A

A

A

▲改修が予定されている市役所庁舎２階の床面

主
な
議
案
の
質
疑

◇
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
　 認

定（
賛
成
20 

反
対
４
）

法
定
外
繰
り
入
れ
は
減
ら
す

べ
き
で
な
い

む
と
う　
葉
子　
議
員

平
成
30
年
度
よ
り
、
国
保
は
都
道
府

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
度
に
約
17
億
２
千
万
円
あ
っ

た
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ

は
、
約
２
億
５
千
万
円
と
な
り
、
市
の

負
担
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
国
保
税

は
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
国
の
言

う
ま
ま
に
法
定
外
繰
り
入
れ
を
減
ら
す

べ
き
で
は
な
く
、
反
対
す
る
。

被
保
険
者
の
協
力
の
も
と
、

税
率
改
正
を
円
滑
に
実
施

佐
藤　
太
信　
議
員

本
市
は
、
平
成
23
年
度
以
降
、
税
率

を
据
え
置
き
、
法
定
外
繰
り
入
れ
に
よ

り
国
保
を
維
持
し
て
き
た
が
、
税
の
公

平
性
の
問
題
が
あ
り
、
繰
入
額
が
20
億

円
に
迫
る
な
ど
財
政
の
重
荷
と
な
っ
て

い
た
。
市
も
段
階
的
な
削
減
方
針
の
も

と
、
引
き
続
き
法
定
外
繰
り
入
れ
を
実

施
し
て
い
る
。
税
率
改
正
は
被
保
険
者

の
協
力
の
も
と
、
円
滑
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
決
算
は
妥
当
で
あ
る
。

反
対

反
対

賛
成

賛
成

１
３
４
万
２
千
円

２
１
５
２
万
７
千
円

東
部
分
署
庁
舎
改
修
工
事
設
計

業
務                      

　
　
　 

　
　

救
急
隊
の
増
隊
と
東
部
分
署
庁
舎

改
修
の
経
緯
は
。

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
救
急
需
要

が
増
大
し
て
お
り
、
救
急
隊
を
４

隊
体
制
か
ら
５
隊
体
制
へ
と
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。
救
急
隊
増
隊
の
配
置
場

所
は
、
救
急
件
数
が
最
も
多
い
東
部
地

域
を
受
け
持
つ
東
部
分
署
と
し
て
い
る

が
、
現
在
の
施
設
は
、
職
員
増
員
分
の

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

全
体
的
な
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
工

事
が
必
要
と
な
っ
た
。

意
見
書(

委
員
会
提
出・
議
員
提
出)

を

国・
政
府
に
提
出

◇
羽
田
空
港
の
機
能
強
化
に
向

け
た
熟
考
と
万
全
の
対
策
を
求

め
る
意
見
書                                  

政
府
が
進
め
る
羽
田
空
港
の
機
能

強
化
に
伴
い
、
新
た
な
飛
行
経
路
が
示

さ
れ
た
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
内

で
の
住
民
説
明
会
の
開
催
や
情
報
発
信

拠
点
の
設
置
を
行
っ
て
き
た
が
、
騒
音

や
、
落
下
物
の
危
険
に
対
す
る
不
安
は

払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
新
た

な
飛
行
経
路
に
つ
い
て
、
飛
行
高
度

や
旋
回
角
度
、
降
下
角
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
に
つ
い
て
熟
考
を
重
ね
る
こ
と
な
ど
、

５
点
を
強
く
要
望
す
る
。

◇
適
正
な
法
制
執
務
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
意
見
書                        

内
閣
府
令
に
多
数
の
誤
り
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
条

例
改
正
等
を
行
っ
た
地
方
自
治
体
は
、

議
案
の
撤
回
な
ど
事
務
執
行
に
支
障
を

来
す
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
法
制

執
務
上
の
誤
り
が
多
数
発
生
し
た
原
因

を
徹
底
究
明
し
、
信
頼
回
復
に
努
め
る

こ
と
な
ど
、
３
点
を
強
く
要
望
す
る
。

◇
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書                                  

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏
み
間

違
い
時
加
速
抑
制
装
置
な
ど
を
搭
載
し

た
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
普
及
等
を

一
層
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
購
入
支
援
策
を
検
討
す

る
こ
と
な
ど
、
３
点
を
求
め
る
。

◇
太
陽
光
発
電
の
適
切
な
導
入

に
向
け
た
制
度
設
計
と
運
用
を

求
め
る
意
見
書                     

事
業
終
了
後
、
発
電
設
備
の
適
正
な

処
分
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
発
電
事
業
者

に
よ
る
廃
棄
費
用
の
積
み
立
て
の
仕
組

み
や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
仕
組
み
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
３
点
を
求
め
る
。

◇
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書                    

補
聴
器
の
普
及
は
、
認
知
症
の
予

防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に
つ
な
が

る
。
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

意
見
書

ＱA

▲庁舎内のレイアウト変更工事が行われる東部分署

◇
国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ(

条
例
改
正)

　 

原
案
可
決（
賛
成
20 

反
対
４
）

国
庫
負
担
を
増
額
す
べ
き

花
井　
伸
子　
議
員

国
保
税
課
税
限
度
額
は
、
10
年
間
で

30
万
円
も
上
が
り
、
96
万
円
に
も
な
っ

た
。
本
市
は
こ
れ
ま
で
保
険
加
入
者
の

負
担
を
考
え
、
引
き
上
げ
に
配
慮
し
て

き
た
が
、
広
域
化
に
よ
り
国
に
合
わ
せ

る
よ
う
か
じ
を
切
っ
た
。
国
に
合
わ
せ

る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
以
上
の
引
き
上

げ
は
す
べ
き
で
な
い
。
国
庫
負
担
を
増

額
し
、 

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
行

わ
な
い
よ
う
求
め
、
反
対
す
る
。

低
所
得
者
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

佐
藤　
太
信　
議
員

低
所
得
者
の
軽
減
拡
充
は
、
今
年
度

実
施
済
み
で
あ
る
。
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
は
、
被
保
険
者
間
の
保
険
税
負

担
の
公
平
性
の
確
保
を
目
的
と
し
、
低

所
得
者
に
配
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
総

合
的
に
見
て
、
被
保
険
者
へ
の
配
慮
を

行
い
つ
つ
、
条
例
改
正
を
行
う
市
の
判

断
は
、
妥
当
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

討　
論

反
対

賛
成

４
５
６
万
３
千
円


